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ダイワ・ワールド・ファンド・シリーズ －ダイワ・ブラックストーン・
プライベート・クレジット・ファンド（米ドル建て）

5月申込分の当ファンドの換金額について

2026年6月5日

BCREDの一部買戻し制限
BCREDは、2026年4-6月期の買戻し申込みが発行済み投資証券口数の約10％相当と、上限である前四半期

末時点の発行済み投資証券口数の5%を上回り、発行済み投資証券口数の5%に相当する買戻しに応じることを発

表しました。これを受け、換金上限口数を基準に投資対象ファンドの受益者ごとの請求口数の割合に応じて換金受付

口数が比例配分されます。なお、2026年4-6月期の資金流入は純資産総額の約2%に相当することから、純資金流

出額は純資産総額対比で約3%と、2026年1-3月期と同水準となる見込みです。また、今回の買戻し申込は、当該

受付期間の後半にかけて落ち着いた推移となったことも確認されています。

ファンドの仕組みと当ファンドの換金対応
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ダイワ・ブラックストーン・
プライベート・クレジット・

ファンド

今回の換金対応 今回の買戻し対応

米ドル建て

一部買戻し制限全額支払い

※当ファンドと投資対象ファンド（BCRED）は別個のファンドであり、換金対応等は、それぞれのファンドにおいて個別に判断されます。
 当ファンドにおいては当ファンドのルールに基づき、BCREDにおいては、（1）適用される規制上の要件、および（2）BCREDの裁量に基づき判断されます。

当ファンドでは、BCREDから受領する買戻代金に加え、当ファンドの資金状況等を踏まえ、今回の5月の換金申込分

については、投資対象ファンドにおける買戻し制限の影響を受けることなく、全額お支払いできることが確認できました。

※次回以降の換金申込への対応方針は、投資対象ファンド（BCRED）の買戻し状況、当ファンドの資金繰り・流動性状況等に基づき決定さ
れ、今回の対応は、将来の換金対応を保証するものではありません。

ブラックストーン・プライベート・
クレジット・ファンド（クラスI）

投資対象ファンド
（BCRED）

投資対象資産
米国企業のプライベート

・クレジット等

米ドル建て

平素は、「ダイワ・ワールド・ファンド・シリーズ －ダイワ・ブラックストーン・プライベート・クレジット・ファンド（米ドル建て）」をご

愛顧賜り、厚く御礼申し上げます。

【当ファンドの仕組みの概要と今回のご案内内容】

• 当ファンドは「ブラックストーン・プライベート・クレジット・ファンド（以下「BCRED」または「投資対象ファンド」）」を組み入れています。

• 当ファンドの換金は年4回で、お客様の当ファンドへの換金申込後、当ファンドはBCREDに対して買戻し申込を行います。その後、

BCREDでは受領した買戻し申込に応じる範囲を決定し、買戻し代金を当ファンドに支払います。それを用いて、当ファンドはお客様か

らの換金申込に対応します。

• お客様の当ファンドへの換金申込を全額お支払いできるかどうかは、BCREDからの買戻し状況等により決まります。

• 今回のお知らせは、6月4日（現地）にBCREDが発表した買戻し対応を踏まえ、当ファンドの換金額についてお客様にご案内するも

のです。

5月申込分の当ファンドの換金対応
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［投資対象ファンドについて］
• 投資対象ファンドに関する買戻し申込の合計が投資対象ファンドの前四半期末時点の発行済み投資証券の純資産総額（投資
証券口数または純資産価額の総額ベース）の5% *を超える場合、買戻しが全額ではなく、一部買戻しとなることがあります。その
場合、投資対象ファンドの受益者ごとの請求口数の割合に応じて換金受付口数が比例配分されます。

 *上限は、投資対象ファンドの評議会の裁量により引き上げられる場合もあります。

［当ファンドについて］
• 投資対象ファンドに買戻し制限が課される場合は、当ファンドは一受益者として取り扱われ（当ファンドの投資家がそれぞれ一受益
者として取り扱われるわけではございません）、当ファンドに対して比例配分された買戻し代金を受け取ります。当ファンドでは投資
対象ファンドから受領する買戻し代金に加え、保有する現金等を活用して換金対応を判断します。なお、当ファンドによる換金対
応は以下のいずれかになる予定です。
①全額換金受付 ②一部のみ換金受付（一部取消） ③全額取消

• 投資対象ファンドでは、当ファンドを含めたすべての受益者からの買戻し申込も含めて判定するため、当ファンドの受益者からの買戻
し申込の合計額が投資対象ファンドの換金上限口数を下回っていた場合でも、当ファンドにおいては換金の受付けが全額ではなく、
一部のみの受付けとなる場合があります。

• 翌四半期以降に換金を行なう場合には再度お申込みが必要です。

投資対象ファンドに買戻し制限を設けている理由

公開市場で取引されない融資を主に投資対象としているため、買戻し制限を設けることで意図しないタイミングや価格での保有資産の
売却等を回避し、保有資産の価値を毀損することなく既存投資家の長期的な利益を保全するために買戻しに上限を定めています。

当ファンドにおいて換金代金の支払が一部となる場合のイメージ

（例）当該四半期の換金可能額10億米ドルに対して合計20億米ドルの換金申込があった場合
※本資料に記載の金額は説明を目的とした参考例であり、実際の換金可能額を示すものではありません。

＜換金可能額＞ ＜換金申込額＞ ＜換金受付額＞ ＜換金対象外の額＞

10億米ドル

10億米ドル

4億米ドル（20％）

合計20億米ドル

6億米ドル（30％）

10億米ドル（50％）

投資家C

投資家B

投資家A

換金申込口数に
応じて比例配分

2億米ドル（20％）

3億米ドル（30％）

5億米ドル（50％）

2億米ドル

3億米ドル

5億米ドル

合計10億米ドル合計10億米ドル

本資料は、プライベート・クレジットを主な投資対象とするファンドにおいて、一般的に設けられている買戻し制限についてご理解を深めてい
ただくことを目的として作成したものです。

｢ダイワ･ワールド･ファンド･シリーズ- ダイワ･ブラックストーン･プライベート･クレジット･ファンド(米ドル建て)｣(以下、当ファンド)

の投資対象ファンドである米国籍公募ファンド｢ブラックストーン・プライベート・クレジット・ファンド｣(以下、投資対象ファンドまた

はBCRED) には、買戻しを受け付ける受益証券口数もしくは金額に上限が設定されているため、投資対象ファンドに対する

買戻し申込の合計がその上限を超える場合は、買戻し受付額に上限を設けるなどの買戻し制限が課される場合があります。

（ご参考）買戻し制限の仕組みと背景について
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※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。

ファンドの目的・特色
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※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。

投資リスク
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※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。
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※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。
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※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。

手続・手数料等
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※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。
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※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。

ファンドの費用・税金
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※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。
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≪当資料のお取り扱いにおけるご注意≫

 

 当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするためにダイワ・アセット・マネジメント（ヨ

ーロッパ）リミテッドが提供した情報を基に大和アセットマネジメントにより作成されたものです。 

 当ファンドのお申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書（交付目論見書）」の内

容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。 

 投資信託は、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は大きく変動します。したがって、

投資者のみなさまの投資元本が保証されているものではありません。信託財産に生じた利益および損失

は、すべて投資者に帰属します。投資信託は預貯金とは異なります。 

 投資信託は、預金や保険契約とは異なり、預金保険機構・保険契約者保護機構の保護の対象ではありま

せん。証券会社以外でご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の対象ではありません。 

 当資料は、信頼できると考えられる情報源から作成していますが、その正確性・完全性を保証するもの

ではありません。運用実績などの記載内容は過去の実績であり、将来の成果を示唆・保証するものでは

ありません。また、税金、手数料等を考慮していませんので、投資者のみなさまの実質的な投資成果を

示すものではありません。 

 当資料の中で記載されている内容、数値、図表、意見等は資料作成時点のものであり、今後予告なく変

更されることがあります。 

 同じ銘柄名が複数表示される場合、同一銘柄名であっても市場や通貨等が異なる場合があります。また、

銘柄名称が長い場合、名称の一部が表記されない場合があります。 

 分配金は、収益分配方針に基づいて投資運用会社が決定します。あらかじめ一定の額の分配をお約束す

るものではありません。分配金が支払われない場合もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売会社等についてのお問い合わせ 

► 大和アセットマネジメント フリーダイヤル 0120-106212（営業日の 9:00～17:00） 

当社ホームページ   

► https://www.daiwa-am.co.jp/ 
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取扱い販売会社

日本証券業
協会

一般社団法人
資産運用業

協会

一般社団法人
金融先物
取引業協会

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

岡三証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第53号 ○ ○ ○ ○

大和証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第108号 ○ ○ ○ ○

2026年5月29日　現在

販売会社名　(業態別、50音順)
(金融商品取引業者名)

登録番号

加入協会

ダイワ・ワールド・ファンド・シリーズ－ダイワ・ブラックストーン・プライベート・クレジット・ファンド（米ドル建て）

上記の販売会社は今後変更となる場合があります。また、販売会社によって、新規のご購入の取扱いを行っていない場合や、お申込み
方法・条件等が異なります。くわしくは、販売会社にお問合わせ下さい。
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